
ゲートキーパーとは

ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援に
つなげ、見守る人のことです。

悩みを抱えた人は、「人に悩みを言えない」、「どこに相談に行ったらよいかわからな
い」、「どのように解決したらよいかわからない」等の状況に陥ることがあります。周囲
が悩みを抱えた人を支援するために、周囲の人々がゲートキーパーとして活動すること
が必要です。

自殺対策におけるゲートキーパーの役割は、心理社会的問題や生活上の問題、健康上
の問題を抱えている人や、自殺の危険を抱えた人々に気づき適切にかかわることです。

✜ゲートキーパーの役割

気づき：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
傾聴：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
つなぎ：早めに専門家に相談するように促す
見守り：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

ゲートキーパー養成のプログラムを実施することは、世界各国で効果的な自殺対策の
一つとして取り組まれています。

自殺総合対策大綱（平成 年 月 日閣議決定）の中でも、自殺の危険性が高い人
の早期発見、早期対応を図るため、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図
ることができる「ゲートキーパー」の役割を担う人材等を養成することを目標に掲げて
います。

ゲートキーパーに求められる役割は、
それぞれの領域によって多少異なります
（図）。

地域のかかりつけの医師、保健師等を
はじめとする精神保健福祉従事者、行政
等の相談窓口職員、関係機関職員、民生
委員・児童委員や保健推進委員、ボラン
ティアなど、さまざまな人たちがゲート
キーパーの役割を担うことが期待されて
います。

本テキストでは、地域保健、医療、福祉等に関わる領域の他、教育関係者、地域の相
談窓口、ボランティア、地域で悩みを抱えた人の周囲の人たちがゲートキーパーとして
対応する際に役立つような研修内容を紹介しています。
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